
』60一

所内第11回写真コンク

ル参加作品｢土柱｣

土柱

読者は｢つくしんぼう｣をこの写真から連想されるに

ちカミい住い.rつくし｣は木の新芽と同じくおさな

いものの成長そのものであり生命の躍動を人々にうっ

たえる.ところが写真に示されている｢つくし｣一

土柱といわれている一は岩石の風化破壊作用のひ

とこまだ.崖下にたまった岩石の崩壊物が風雨によ

ってさらに侵食された結果の産物である与

～地質調査所⑳繊版物剛

･地質調査所月報第16巻鶏独号

報文

盛谷智之･沢村孝之助:伊豆半島松崎付遼夢)鶏三系

佐々木実･永閏松三:常磐炭団多賀地区ぽおける炭団ガスの調

査研究報告(皿)

徳永重元･尾上亨:北西九州主要炭田における炭層の花粉分析

研究

資料

インド古植物学会出席および同園内珊究所視察報告

(徳永)

眉油･ガス鉱床の電気探査(その工)(大野訳)

･地質調査所月報第16巻第､1号

報文

佐々木実:最上炭田酉部地域におけるクルマニウム調査報告

地質部水野篤行

小鯛桂一:エアｰリフトの揚湯試験を主体とした熱海･伊豆山

温泉の調査研究報告

概報

福岡県〔『引付近の鉱床(小村)

肥後片麻岩帯(甲佐岳一手蝶山地域)の石灰岩層を主

体とする地質構造(清原)

資料

石油･ガス鉱床の電気探査(そσ)2)(大野訳)

･お知らせ

地質調査所福岡駐在員事務所の町名が2月1目から

下記のように改名されました

新名称

せ碧む主竜謹も

福照常眉滅町鴻一郷

滋賀鰯蟹薇橘鯛駿窪鐙寮務所�


